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第３回理事会　令和７年６月２日（月）
【議事】
 ●決算関係書類の承認について
●部門別損益計算書の承認について
● 令和７年度事業計画 主な固定資産取得計画（案）の設定

について
●ＪＡみやぎ仙南地区まつり開催要領の設定について

第４回理事会　令和７年６月26日（木）
【議事】
●令和７年度理事報酬の配分について
●第27年度（令和６年度）業務報告書の承認について
●第10回総代選挙の執行について
●令和７年度夏期賞与の支給について
●固定資産の処分（売却）について
●令和６年産政府備蓄米の本精算について
●令和７年産民間流通麦「生産者概算金」の設定について
●一般財団法人蔵王酪農センター理事への就任について

第３回監事会　令和７年６月２日（月）
【議事】
●農協法第35条の５第１項に基づく監査報告書について
●令和６年度決算監事監査報告書について

第４回監事会　令和７年６月26日（木）
【議事】
●令和７年度報酬配分について

理事会・監事会だより

正組合員数 14,775人 戸 数 11,631戸
准組合員数 12,032人 戸 数 8,757戸
合　　　計 26,807人 戸 数 20,388戸
職　員　数 429人
出　資　金 35億 8,626万円
貯　　　金 1,226億 182万円
貸　出　金 411億 1,148万円
販売品販売高 16億 5,510万円
購買品供給高 16億 278万円
長期共済保有高 4,880億 1,005万円

CONTENTS

―
定
年
後
か
ら
の
挑
戦
―

角
田
市
で
農
業
を
営
む
両
親
の
も
と
に
三
人

き
ょ
う
だ
い
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
角
田
市
誘
致
企
業

に
就
職
。
定
年
ま
で
働
い
た
後
、
両
親
か
ら
受
け

継
い
だ
稲
作
農
家
を
経
営
し
、
現
在
は
稲
作
２
０

０
㌃
、
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
な
ど
野
菜
20
㌃
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

―
90
歳
現
役
が
目
標
―

就
農
後
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
収
入
を

使
っ
て
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
購
入

し
、
自
分
一
人
で
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
環
境
を

整
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
年
々
体
力

的
に
大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
忙

し
い
時
は
妻
の
手
を
借
り
、
自
分
が
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
“
く
よ
く
よ
し
な
い
・
目
標
を
持
つ
・

基
本
に
忠
実
に
行
う
こ
と
”
の
三
つ
を
意
識
し
て

日
々
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
90
歳
に
な
る

ま
で
は
妻
と
共
に
元
気
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
目

標
な
の
で
、
今
後
年
齢
を
重
ね
て
も
労
力
や
費
用

を
か
け
ず
に
仕
事
が
出
来
る
よ
う
栽
培
品
目
の
変

更
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
地
域
に
貢
献
し
た
い
―

現
在
、
香
取
原
農
家
組
合
長
を
は
じ
め
、
宮
城

県
農
業
共
済
組
合
共
済
部
長
な
ど
多
く
の
役
職
も

務
め
て
い
ま
す
。
会
社
員
時
代
は
営
業
職
を
35
年

程
し
て
い
た
こ
と
か
ら
出
張
等
も
多
く
家
に
い
る

時
間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
定
年
後
は
出
来
る
だ

け
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
、
あ
ら
ゆ
る
地
域

の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
庭
園
管
理
や

壺
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
趣
味
も
多
く
、
カ
ラ
オ
ケ
に

つ
い
て
は
第
３
回
東
日
本
歌
謡
選
手
権
大
会
グ
ラ

ン
プ
リ
部
門
優
勝
な
ど
多
く
の
大
会
で
優
勝
し
た

経
験
も
あ
り
ま
す
。
７
年
前
に
長
男
を
亡
く
し
た

経
験
も
あ
る
の
で
、
多
く
の
趣
味
で
楽
し
む
こ
と

を
励
み
に
、
仕
事
と
の
両
立
を
行
い
な
が
ら
、
亡

く
な
っ
た
長
男
の
分
ま
で
今
後
も
更
な
る
高
み
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

角田市尾山

笠
かさ

原
はら

 和
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第27回通常総代会開催第27回通常総代会開催

Ｊ
Ａ
は
６
月
26
日
、
大
河
原
町
の
え
ず
こ
ホ
ー

ル
で
第
27
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総
代
４
３
７

名
（
議
決
権
行
使
書
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

舟
山
健
一
組
合
長
が
総
代
会
の
成
立
を
宣
言
。

出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱
和
を
行
っ
た
あ

と
、
開
会
に
あ
た
り
舟
山
組
合
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運

営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
表
彰
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
団
に
佐
藤
賢
一
さ
ん
（
柴
田
地

区
）
と
庄
司
久
男
さ
ん
（
角
田
地
区
）
の
２
人
が

選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告

及
び
剰
余
金
処
分
案
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て
な
ど
、
全
４
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
代
会
の
最
後
に
は
Ｊ
Ａ
み

や
ぎ
仙
南
農
家
組
合
運
営
協
議
会
の
渡
邉
啓
会
長

か
ら
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
基
本
農

政
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議
」
の
採
択
の
要
請

が
な
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
第
８
次
中
期
経
営
計
画
の
最

終
年
度
と
し
て
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生

産
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
を
柱
と
し
、
Ｊ
Ａ
自

己
改
革
の
さ
ら
な
る
実
践
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

部
会
長
等

永
年
、
部
会
長
と
し
て
農
家
経
済
の
向
上

と
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
貢
献
（
６
年
以
上
）

浅
野　
　
栄
（
故
）（
柴
田
）

大
沼　
耕
一
（
柴
田
）

齋
藤　
秀
俊
（
蔵
王
）

加
藤　
幸
一
（
角
田
）

浅
野　
泰
二
（
丸
森
）

大
槻　
光
一
（
丸
森
）

岡
崎　
祐
一
（
故
）（
丸
森
）

青
年
部
・
女
性
部
役
員

永
年
、
青
年
部
・
女
性
部
役
員
と
し
て
組

織
の
発
展
と
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
貢
献
（
６
年

以
上
）

森　
み
つ
子
（
村
田
）

森
岡
イ
マ
エ
（
川
崎
）

佐
藤
く
み
子
（
故
）（
丸
森
）

寺
島　
由
美
（
丸
森
）

表
彰
・
感
謝
状
贈
呈

Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
表
彰
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

表
彰
の
部　

Ｊ
Ａ
事
業
に
貢
献
し
、
他
の
範
と
な
る
者

及
び
組
織
、
ま
た
は
令
和
６
年
度
中
に
お
い

て
農
林
水
産
大
臣
及
び
県
知
事
等
か
ら
表
彰

さ
れ
た
個
人
及
び
団
体
、
組
合
長
が
特
に
認

め
る
者
及
び
組
織	

柴
田
地
域
活
性
化
委
員
会
（
柴
田
）

角
田　
真
由
美
（
柴
田
）

農
事
組
合
法
人	

北
向
結
フ
ァ
ー
ム
（
村
田
）

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
株
式
会
社
（
蔵
王
）

山
家　
一
彦
（
蔵
王
）

大
内　
重
夫
（
丸
森
）	

●
第
27
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案　

	

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

	

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

	

令
和
７
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

	

令
和
７
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
基
本
農
政
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議

特
別
決
議

感
謝
状
の
部　

農
家
組
合
委
員

永
年
、
農
家
組
合
委
員
と
し
て
農
家
経
済
の

向
上
と
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
貢
献
（
６
年
以
上
）

渡
辺　
養
一（
柴
田
）

加
納　
賢
蔵（
柴
田
）

小
室　
孝
雄（
柴
田
）

大
泉
し
げ
子（
柴
田
）

平
間　
正
行（
川
崎
）

真
壁　
　
孝（
川
崎
）

追
木
今
朝
善（
川
崎
）

佐
藤　
政
義（
蔵
王
）

鹿
島　
繁
男（
蔵
王
）

小
畑　
哲
雄（
白
石
）

髙
橋　
晴
夫（
白
石
）

鈴
木　
　
敏（
白
石
）

大
槻　
吉
男（
白
石
）

髙
原　
祐
一（
角
田
）

齋
藤　
　
剛（
角
田
）

高
林　
　
力（
角
田
）

仙
石　
泰
治（
角
田
）

柴
崎　
　
勲（
故
）（
角
田
）

齋
藤　
一
榮（
角
田
）

長
谷
川
朝
光（
角
田
）

遠
藤　
泰
己（
角
田
）

只
野　
文
一（
角
田
）

佐
藤　
俊
一（
角
田
）

引
地　
勝
士（
角
田
）

保
志　
光
廣（
角
田
）

佐
藤　
俊
昭（
角
田
）

玉
手　
久
夫（
角
田
）

齋
藤　
則
夫（
角
田
）

渡
辺　
正
行（
故
）（
角
田
）

遠
藤　
哲
郎（
角
田
）

渡
辺　
正
義（
角
田
）

加
藤　
　
隆（
角
田
）

中
島　
清
利（
角
田
）

平
岡　
孝
市（
故
）（
角
田
）

八
島　
　
廣（
丸
森
）

荒　
　
祐
一（
丸
森
）

【全体運】�これまでとは違う状況に戸惑うこともありそうですが運勢は良好。一つ一つ
進めていきましょう。家族を大切に

【健康運】トイレは小まめに。日焼け対策に力を入れて【幸運の食べ物】シソ
牡羊座

［3.21〜4.19］

今月のあなたの運勢８月  ＊モナ・カサンドラ

【全体運】�思い通りにならなくても八つ当たりは禁物。運勢は下旬から回復。丁寧な会話を
心がけて。友人との外出にツキ

【健康運】頑張り過ぎに気を付けて。おなかに優しい食べ物が吉【幸運の食べ物】エダマメ
牡牛座

［4.20〜5.20］
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政
府
か
ら
の
通
知
等
に
基
づ
き
行
う

予
定
で
あ
り
、
当
組
合
の
理
事
会
に

付
議
し
た
う
で
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
政
府
備
蓄
米
の
放
出
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
当
組
合
か
ら
出
荷
し
た
備

蓄
米
は
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
備
蓄
米
買
入
後
は
、
国
に
よ
っ
て

在
庫
の
管
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
組
合
か
ら

出
荷
し
た
備
蓄
米
が
ど
の
程
度
、
ど

こ
に
出
荷
さ
れ
た
か
等
の
詳
細
は
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
な
ぜ
、
い
ま
米
の
価
格
が
急
激
に

値
上
が
り
し
た
の
か
。
今
ま
で
は
な

ぜ
上
が
ら
な
か
っ
た
の
か
、
生
産
者

に
は
見
え
て
こ
な
い
。

Ａ
．
Ｊ
Ａ
は
、
小
さ
な
農
家
が
集
ま
り

組
織
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
資
本
に

対
抗
し
て
き
ま
し
た
。
米
価
は
昭
和

の
時
代
は
食
糧
管
理
制
度
の
も
と
、

毎
年
２
，０
０
０
～
３
，０
０
０
円
上

昇
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
食
糧

管
理
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
市
場
動
向

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
減
反
等
に
よ
り
米
価
を
維
持
す

ま
い
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
の

ご
利
用
、
運
営
に
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ
．
自
己
改
革
工
程
表
や
中
期
経
営
計

画
の
中
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
の

導
入
予
定
は
な
い
の
か
。
農
業
者
が

高
齢
化
す
る
中
、
負
担
軽
減
に
な
り

農
業
継
続
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
。

Ｊ
Ａ
職
員
で
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
を
保

有
し
て
い
る
職
員
は
い
る
か
。
Ａ
Ｉ
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ
．
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

各
行
政
に
お
い
て
独
自
に
取
り
組
み

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
事
例
と
し

て
、
柴
田
町
で
は
総
務
省
が
進
め
て

い
る
Ｉ
Ｔ
化
の
取
り
組
み
に
お
い
て

農
業
で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
法
人
化
し
た

生
産
団
体
と
関
連
す
る
Ｊ
Ａ
職
員
の

有
資
格
者
が
1
名
お
り
ま
す
。

　
　
今
回
の
資
料
に
、
ド
ロ
ー
ン
と
い

う
表
現
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ロ
ー

ン
等
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
現
し
、
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
例

え
ば
、
あ
る
一
定
程
度
の
区
画
整
理

が
進
ん
で
い
る
な
ど
、
諸
条
件
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
は
、
特
に
海
外
か
ら
の
観

光
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
伸
び

た
こ
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
へ
の

備
え
な
ど
、
都
市
部
に
お
け
る
買
い

だ
め
傾
向
等
が
影
響
し
た
こ
と
に
よ

り
、
結
果
と
し
て
米
の
奪
い
合
い
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
、
急
激
に
価
格
が

上
昇
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
Ｊ
Ａ
解
体
や
不
要
論
も
出
て
き
て

い
る
。
民
間
企
業
は
農
家
の
資
本
を

欲
し
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

安
心
し
て
い
ら
れ
る
の
も
今
の
う
ち

だ
と
思
う
。

Ａ
．
例
え
ば
畜
産
で
は
仙
台
牛
ブ
ラ
ン

ド
が
全
国
に
も
認
知
さ
れ
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
仙
台
牛
を
ま
と
ま
っ
て

生
産
、出
荷
す
る
こ
と
で
、有
利
販
売
、

持
続
可
能
な
営
農
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
米
価
に

お
い
て
も
、ま
と
め
て
の
集
荷
、出
荷
、

そ
し
て
肥
料
価
格
に
お
い
て
も
予
約

等
に
よ
り
集
約
す
る
こ
と
で
大
資
本

に
対
抗
で
き
る
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
や
り
方
や
対
応
で
は
、
Ｊ
Ａ

に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
提
案
を
進
め
て

な
お
、
小
規
模
で
活
用
す
る
場
合
は
、

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
い
る
法
人
、

団
体
等
と
協
力
を
し
て
い
る
事
例
も

あ
り
ま
す
。
以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ド
ロ
ー
ン
の
事
業
を
Ｊ
Ａ
と
し
て
実

施
す
る
か
ど
う
か
、
す
で
に
導
入
し

て
い
る
組
織
や
団
体
と
の
連
携
、
兼

ね
合
い
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
自
己
改
革
工
程
表
に
も
あ
る
と
お

り
、
フ
レ
コ
ン
出
荷
を
す
す
め
て
い

る
よ
う
だ
が
、
年
々
米
を
生
産
す
る

農
家
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

紙
袋
で
出
荷
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
齢

の
農
家
は
、
Ｊ
Ａ
に
運
搬
を
お
願
い

し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
運
搬
費
が
年
々
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
以
上
、
運
搬
料
金
が
あ

が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
自
己
搬
入
す
る
方
と
運
搬
を
依
頼

す
る
方
の
割
合
は
、
概
ね
半
数
ず
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和

７
年
産
に
お
い
て
は
、
自
己
搬
入
に

よ
り
持
ち
込
み
な
さ
れ
た
方
に
対
し

て
１
袋
あ
た
り
30
円
の
奨
励
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
４

年
問
題
な
ど
、
運
送
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク

台
数
も
限
ら
れ
、
運
搬
を
依
頼
す
る

各
業
者
の
運
搬
料
も
上
昇
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
業
者
と
の
価

格
交
渉
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、
高
齢
に
よ
る
作
業
負
担
等
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、
色
彩
選
別
も
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。	

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
、
農
機
事
業
、
納
豆
セ

ン
タ
ー
事
業
、
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
事
業
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
た
。
今
回
、納
豆
セ
ン
タ
ー

と
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
つ
い

て
は
事
業
停
止
と
な
っ
た
が
、
農
機

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
４
月
１
日
よ

り
農
機
セ
ン
タ
ー
長
の
人
事
異
動

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
改
善
す

る
も
の
な
の
か
。
Ｊ
Ａ
の
農
機
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
た
職
員
が
独
立
し

て
個
人
経
営
し
、順
調
に
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
農
機
事

業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
ご
指
摘
の
と
お
り
、
農
機
事
業
に

つ
い
て
は
施
設
管
理
費
等
を
含
め
る

と
赤
字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
要
望

に
応
え
な
が
ら
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
、
現
在
、
営
農
経
済
の
成

長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
見
え
る

化
）
に
お
い
て
、
収
支
改
善
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
効
率
的

な
運
営
、
拠
点
の
集
約
等
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
見
え
る
化
の
取
り
組

み
を
実
践
し
、
農
機
事
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
赤
字
幅
の
圧
縮
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
国

か
ら
の
補
助
金
を
得
て
建
設
し
た
と

思
わ
れ
る
が
、
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
は
株
式
会
社
利
久
に
よ
る
運
営

と
な
っ
た
。
国
の
補
助
金
の
残
り
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
国
に
返
還

す
る
の
か
。
ま
た
、
施
設
は
賃
貸
借

契
約
と
い
う
こ
と
だ
が
、
シ
ン
ケ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て
再
開
す
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
仙

南
農
産
加
工
連
が
事
業
主
体
と
な

り
、
総
事
業
費
の
約
半
額
と
な
る
６

億
円
の
国
庫
補
助
を
得
て
平
成
９
年

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
10
年
に
Ｊ
Ａ
合
併
し
、
株
式
会
社

加
工
連
と
し
て
運
営
し
、
以
後
、
各

種
改
革
を
進
め
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南

が
主
体
と
な
り
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は

総
代
会
で
の
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問

地
区
別
総
代
説
明
会
のご質

問
・
ご
意
見

Ｑ
．
金
融
事
業
に
つ
い
て
、
営
農
資
金

を
借
り
る
手
続
き
の
際
、
本
人
確
認

書
類
と
し
て
３
点
提
出
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
た
。
免
許
証
、
保
険
証
で
あ

れ
ば
わ
か
る
が
、
3
点
目
は
思
い
つ

か
な
い
の
で
提
出
し
な
か
っ
た
。
現

在
は
ど
の
よ
う
に
本
人
確
認
を
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
資
金
の
借
り
入

れ
後
、
毎
年
、
全
財
産
の
課
税
台
帳

の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

過
剰
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
現
在
、
本
人
確
認
書
類
は
、
原
則

２
点
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
課
税
台
帳
の
提
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
資
産

の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
課
税
台
帳
等
の
確
認
書
類
の
ご

提
出
を
ご
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
個
別
に
お
調
べ
し
、

回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
Ｊ
Ａ
の
概
算
金
を
参
考
に
他
業
者

は
そ
れ
よ
り
も
高
い
価
格
を
提
示
し

て
集
め
て
い
る
状
態
が
何
年
も
続
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
改
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
概
算
金
の
在
り
方
、
発
表
方
法
等

に
つ
い
て
、
県
下
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
会

議
等
で
も
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

他
県
の
優
良
事
例
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に
よ
り
良
い

方
法
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
令
和
６
年
産
備
蓄
米
を
出
荷
し
た

が
、
令
和
６
年
産
の
主
食
用
米
に
追

加
払
い
が
あ
っ
た
事
に
比
べ
る
と
、

備
蓄
米
と
主
食
用
米
と
の
間
で
、
相

当
の
価
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
令
和

６
年
産
備
蓄
米
の
追
加
払
い
見
込
み

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
備
蓄
米
は
、
転
作
の
取
り
組
み
の

一
環
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
買
入
が

な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
食
用

米
と
の
価
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
備
蓄
米
追
加
精
算
等
は
、

令
和
７
年
６
月
16
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
開
催
し
ま
し
た
地
区
別
総
代
説
明
会

お
よ
び
、
６
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た

第
27
回
通
常
総
代
会
に
お
け
る
主
な
ご

意
見
・
ご
質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

第
27
回
通
常
総
代
会
当
日
の

ご
意
見
・
ご
質
問

【全体運】�変化はあなたの味方です。好奇心を発揮して、あれこれ試してみましょう。失敗も
成功の母となってくれます
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も
ら
え
な
か
っ
た
。
小
さ
い
農
家
は

相
手
に
し
な
い
の
か
。
管
内
の
農
業

者
を
見
る
と
中
規
模
、
小
規
模
の
農

家
数
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
営
農

に
お
け
る
出
向
く
体
制
に
つ
い
て
理

解
は
し
て
い
る
が
、
大
規
模
先
ば
か

り
訪
問
し
て
も
意
味
は
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
営
農
資
材
に
つ
い

て
大
型
規
格
等
を
対
策
と
し
て
掲
げ

て
い
る
が
小
規
模
農
家
に
は
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
中
規
模
、

小
規
模
農
家
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
よ
り
農
地
の
集
積
、
担
い
手
へ
の

集
積
に
伴
い
、
大
規
模
農
家
、
農
事

組
合
法
人
等
の
法
人
組
織
に
よ
る
経

営
体
が
増
え
て
き
て
お
り
、
組
織
と

し
て
多
様
化
す
る
農
業
の
担
い
手
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

担
い
手
や
法
人
化
の
対
応
に
応
じ
て

小
規
模
農
家
や
中
規
模
農
家
の
皆
様

へ
の
対
応
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
ほ
か
、
地
区
組
織
営
農
課
に
位

置
づ
け
し
て
い
る
地
区
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ

る
対
応
や
訪
問
活
動
を
展
開
で
き
る

よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、

大
型
規
格
に
つ
い
て
は
小
規
模
農
家

同
士
等
で
相
談
し
、
声
を
か
け
あ
い

共
同
で
購
入
し
て
い
る
事
例
も
報
告

で
１
，０
４
０
本
の
契
約
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
一
定
程
度
消
費
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
再
生
産
が
可
能

な
価
格
、
か
つ
安
定
し
た
価
格
が
維

持
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
直
近
の
３
か
年
の
貯
金
の
推
移
を

み
る
と
、
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い

る
。
農
林
中
央
金
庫
の
運
用
に
よ
る

損
失
計
上
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
．
農
林
中
央
金
庫
の
運
用
に
よ
る
損

失
が
、
当
組
合
の
貯
金
残
高
の
減
少

に
関
係
が
な
い
と
は
言
い
き
れ
ま
せ

ん
が
、
貯
金
残
高
の
減
少
要
因
は
、

令
和
５
年
度
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
が
第
５
類
に
分
類
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
お
金
の
移
動
が
活
発

に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
相
続
時
に
お

い
て
他
行
へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
貯
金
残
高
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
．
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
、
多
額
の
債
券
売
却

損
が
発
生
し
た
と
い
う
Ｊ
Ａ
が
あ
る

と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
当
Ｊ

Ａ
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．
県
内
の
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
令
和
６
年

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
区
内
、
近
隣

等
に
お
い
て
共
同
購
入
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
た
な
農
林
水
産
大
臣
は
、
Ｊ
Ａ

を
単
な
る
一
事
業
者
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
全
中
、

全
農
と
と
も
に
組
織
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
集
荷
に
あ
た
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
の
米
価
水
準
に

満
足
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。

Ａ
．
令
和
6
年
産
の
宮
城
県
の
作
況
指

数
は
１
０
７
で
し
た
が
、
実
際
に
は

令
和
5
年
産
よ
り
も
少
な
く
、
実
態

と
乖
離
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
概
算
金
の
価
格
面
等
か
ら
、

他
業
者
等
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
ほ
か
、

縁
故
米
等
も
一
定
程
度
、
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
備
蓄

米
が
今
、５
㎏
で
２
，０
０
０
円
程
度

に
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

価
格
で
は
と
て
も
再
生
産
は
で
き
な

い
価
格
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
７
年
産
米
に
お
い
て

は
、
フ
レ
コ
ン
出
荷
に
限
り
ま
す
が
、

営
農
継
続
可
能
な
契
約
栽
培
取
引
と

し
て
、3
年
間
、複
数
年
の
買
取
契
約
、

最
低
価
格
保
証
を
提
示
し
て
お
り
、

現
在
、
予
定
数
量
を
超
え
フ
レ
コ
ン

度
の
決
算
に
お
い
て
保
有
債
券
売
却

に
よ
り
、
多
額
の
損
失
を
計
上
し
た

Ｊ
Ａ
が
あ
り
ま
し
た
。
該
当
の
Ｊ
Ａ

で
は
、
満
期
保
有
目
的
で
は
な
い
区

分
に
て
国
債
等
を
保
有
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
金
利
の
上
昇
の
た
め
保

有
債
券
の
時
価
評
価
額
が
下
が
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
ず
損
失

を
計
上
す
る
判
断
を
な
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
当
Ｊ
Ａ
に

お
け
る
有
価
証
券
は
す
べ
て
国
債
で

あ
り
、「
満
期
保
有
を
目
的
と
す
る
区

分
」
で
保
有
し
て
お
り
ま
す
。
売
買

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
満
期
時
に
額

面
ど
お
り
償
還
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

保
有
期
間
中
、
時
価
評
価
額
が
下
が

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
多
額
の
損
失
を

計
上
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
売

買
等
投
機
を
目
的
と
し
な
い
安
定
し

た
運
用
方
針
に
基
づ
き
今
後
も
運
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
他
の
金
融
機
関
で
は
、
通
帳
が
繰

り
越
さ
れ
た
と
き
に
発
行
手
数
料
が

か
か
る
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
も
繰
越
通
帳

を
発
行
す
る
際
に
手
数
料
が
か
か
る

よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
入
出
金
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
金

融
機
関
で
は
休
日
に
手
数
料
が
か
か

る
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
休
日
で
も
手
数
料

が
か
か
ら
な
い
時
間
帯
が
あ
る
こ
と

は
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
継
続
し

て
欲
し
い
。

Ａ
．
通
帳
発
行
に
あ
た
り
、
繰
越
も
含

め
て
手
数
料
を
徴
求
す
る
金
融
機
関

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ

に
お
い
て
は
手
数
料
い
た
だ
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
も
含
め
、
現
在

の
状
態
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
選
挙
関
連
の
ポ
ス
タ
ー
が
Ｊ
Ａ
の

施
設
に
貼
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。

い
か
が
な
も
の
か
。

Ａ
．
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
は
農
政
連
と

し
て
の
対
応
で
掲
示
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
許
容
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
中

で
掲
示
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
当
期
剰
余
金
の
推
移
を
み
る
と
、

令
和
4
年
度
に
4
億
４
，９
０
０
万
円

と
突
出
し
て
金
額
が
多
い
。
要
因
は

な
に
か
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
は
、
子
会
社
で
あ
っ

た
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
を
Ｊ
Ａ
本
体
に
移
行
し

た
年
度
で
あ
り
、
子
会
社
に
お
け
る

利
益
や
資
産
等
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、

例
年
と
比
較
し
て
剰
余
金
が
増
加
し

ま
し
た
。

Ｑ
．
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か

ら
正
組
合
員
１
戸
あ
た
り
５
０
０
円

の
均
等
割
の
み
に
な
っ
た
が
、
以
前

は
こ
の
均
等
割
り
の
ほ
か
、
面
積
割

り
で
も
経
費
の
賦
課
が
あ
っ
た
。
こ

の
財
源
だ
け
で
指
導
事
業
が
ま
か
な

え
る
も
の
な
の
か
。

Ａ
．
正
組
合
員
の
高
齢
化
や
離
農
等
に

よ
っ
て
営
農
指
導
を
受
け
な
い
組
合

員
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮

し
、
令
和
２
年
度
よ
り
面
積
割
り
を

廃
止
し
、
均
等
割
り
の
み
に
よ
る
経

費
の
賦
課
と
し
ま
し
た
。
総
代
会
資

料
84
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

が
、
支
出
を
賄
え
な
い
分
に
つ
い
て

は
、
総
合
事
業
体
と
し
て
各
部
門
収

益
よ
り
補
填
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
．
角
田
の
味
噌
加
工
所
が
停
止
と
な

り
、
本
店
を
利
用
す
る
よ
う
に
、
と

の
話
が
あ
っ
た
。
経
緯
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
角
田
市
枝
野
に
あ
っ
た
味
噌
加
工

所
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
衛
生
面
上

の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
、
各
機
械
設

備
も
老
朽
化
し
不
具
合
が
生
じ
て
い

を
目
安
に
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．
園
芸
部
門
に
お
い
て
、
た
ま
ね
ぎ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
推
奨
し
て
い
く
と
あ

る
が
、
た
ま
ね
ぎ
は
伸
び
て
お
ら
ず
、

失
敗
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
た
ま

ね
ぎ
の
乾
燥
、
大
型
機
械
の
保
管
場

所
と
し
て
北
郷
倉
庫
を
活
用
し
て
い

く
と
い
う
説
明
が
以
前
あ
っ
た
が
、

活
用
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
玉
ね
ぎ
は
小
さ
い
た
ま
ね
ぎ

を
廃
棄
さ
せ
る
よ
う
な
営
農
指
導
で

い
い
の
か
、
農
家
の
こ
と
を
考
え
た

対
応
を
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
．
北
郷
倉
庫
に
お
け
る
大
型
機
械
の

保
管
に
つ
い
て
は
、
オ
イ
ル
や
臭
い

等
、
懸
念
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
保
管

は
控
え
て
お
り
ま
し
た
。
た
ま
ね
ぎ

の
選
別
機
は
現
在
、
村
田
地
区
事
業

本
部
構
内
の
倉
庫
に
設
置
し
作
業
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
北
郷
倉
庫
へ

の
設
置
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
小
さ
い
た
ま
ね
ぎ
等
に

つ
い
て
は
加
工
用
等
な
ど
、
販
路
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
苗
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
見
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
が
き
て

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
客
足
が
戻
ら
ず
、

経
営
改
善
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
昨
今
は
特
に
厳
し
い
経
営
状

況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
ビ
ー
ル
醸
造
分
野

で
以
前
よ
り
連
携
し
て
い
た
株
式
会

社
利
久
と
ビ
ー
ル
増
産
に
つ
い
て
協

議
す
る
中
で
、
利
久
よ
り
レ
ス
ト
ラ

ン
を
含
め
た
運
営
に
つ
い
て
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
12
月
頃
か

ら
、
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
施

設
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
利
久
に
運
営
主

体
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
格

的
に
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。
施
設
の

あ
る
角
田
市
に
も
今
後
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
報
告
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
、
同
時
に
県
を
通
じ
て
補
助
金
残

額
の
取
扱
に
つ
い
て
確
認
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
確
認
に
時

間
を
要
し
、
令
和
７
年
２
月
末
の
段

階
に
お
い
て
も
ま
だ
組
合
員
の
皆
様

に
詳
細
を
お
知
ら
せ
で
き
る
状
況
に

な
く
、
組
合
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら

せ
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、

補
助
金
残
高
は
約
３
，２
７
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
運
営
主
体
を
変
更
し

た
こ
と
か
ら
国
庫
に
返
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
補
助
金
残
高
は
角
田

市
、
宮
城
県
を
通
じ
て
国
庫
に
返
還

す
る
こ
と
か
ら
各
議
会
で
の
承
認
が

必
要
で
あ
り
、
令
和
７
年
10
月
以
降

【全体運】�とても勢いがあり大きく進展。協力してくれる人も出てきて気持ちも温かに。�
目標を絞り込み自信を持って進めて

【健康運】体調に合う食材や良い健康法が見つかる予感【幸運の食べ物】トウガン
獅子座
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【健康運】喉の痛みに注意。嗜好（しこう）品はほどほどに【幸運の食べ物】葉トウガラシ
乙女座

［8.23〜9.22］
09 08特集特集



と
か
ら
、
自
己
資
本
比
率
が
上
昇
と

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
農
業
離
れ
や
高
齢
化
離
農
、
委
託

等
に
よ
り
作
物
を
作
ら
な
い
組
合
員

も
増
え
て
き
て
い
る
。
総
代
会
資
料

も
関
心
の
あ
る
方
は
見
る
と
思
う
が

関
心
を
見
な
い
方
は
ほ
と
ん
ど
見
な

い
と
思
う
。
１
冊
い
く
ら
の
経
費
が

掛
か
っ
て
い
る
の
か
、
た
と
え
ば
、

総
代
会
資
料
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
な
ど
し
て
冊
数
を
減
ら
し
経

費
削
減
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
．
総
代
会
資
料
は
１
冊
約
３
０
０
円

程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
生
産

農
家
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
の
事
業
報
告
、
事
業
計
画
等
を

と
り
ま
と
め
、
広
く
組
合
員
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
、Ｊ
Ａ
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
資
料
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
従
来
ど
お
り
の

考
え
の
み
で
は
な
く
、
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
伝
達
で
き
る
よ
う
、
工
夫

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
職
員
が
多

く
な
っ
て
い
な
い
か
。
役
付
職
に
つ

い
て
い
る
職
員
で
も
、
あ
い
さ
つ
を

Ｑ
．
組
織
代
表
者
な
ど
、
組
合
員
等
を

招
集
す
る
会
議
体
が
あ
る
が
、
令
和

７
年
度
に
お
い
て
開
催
す
る
の
か
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
会
議
を
開
催

す
る
と
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
常
勤
役
員
会
議
で
の
検
討
に

よ
り
方
針
が
変
更
と
な
り
会
議
が
開

催
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い

う
こ
と
を
大
分
時
間
が
経
過
し
て
か

ら
聞
い
た
。
以
前
問
い
合
わ
せ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
変
更
に
つ
い

て
速
や
か
に
連
絡
が
な
か
っ
た
。
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
伝
え

る
よ
う
に
職
員
を
指
導
す
る
こ
と
。

Ａ
．
会
議
情
報
や
経
営
層
の
方
針
に
つ

い
て
、
会
議
等
の
事
務
局
を
担
当
す

る
職
員
ま
で
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、謝
っ

た
情
報
を
ご
伝
達
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
職
場

や
指
示
命
令
が
速
や
か
に
伝
達
で
き

る
よ
う
、
職
員
に
指
導
す
る
と
と
も

に
対
応
を
改
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
今
回
の
総
代
会
資
料
に
も
中
期
経

営
計
画
の
各
種
取
り
組
み
内
容
が
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
第
８
次
中
期
経

営
計
画
は
今
年
度
で
最
終
年
度
と
な

る
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
特
筆

す
べ
き
事
項
が
あ
る
か
。
ま
た
、
次

し
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
職

員
が
い
る
と
き
い
た
。
し
っ
か
り
指

導
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
あ
い
さ
つ
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
で
あ
り
、
社
会
人
、
人
と

し
て
の
前
提
で
あ
る
ル
ー
ル
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
内
に
お
け
る
各

種
会
議
体
や
所
属
長
を
通
じ
て
指
導

し
て
お
り
ま
す
が
、
不
十
分
な
点
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
繰
り
返
し
指

導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
施
設
構
内
、
Ｊ
Ａ
の
敷
地
内
、
人

目
の
つ
く
場
所
で
煙
草
を
吸
っ
て
い

る
職
員
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

場
所
を
わ
き
ま
え
て
モ
ラ
ル
を
徹
底

す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
．
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、

人
目
に
つ
く
よ
う
な
場
所
で
職
員
自

ら
が
喫
煙
す
る
こ
と
は
ル
ー
ル
の
徹

底
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
喫
煙
に
つ

い
て
は
一
部
の
施
設
等
を
除
き
、
原

則
と
し
て
Ｊ
Ａ
敷
地
内
禁
煙
と
し
て

お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
職
員
に
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
業
者
を
含
む
来

訪
者
に
つ
い
て
も
協
力
を
呼
び
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。

の
中
期
経
営
計
画
に
向
け
て
特
筆
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。

Ａ
．
第
８
次
中
期
経
営
計
画
は
、
職
員

に
よ
る
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
り
四
半
期
ご
と
に
取
り
組
み
状

況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
も
の
、
取
り
組
み

が
足
り
な
い
も
の
、
状
況
や
環
境
の

変
化
に
よ
り
施
策
を
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
、
十
分
に
総

括
し
、
第
９
次
中
期
経
営
計
画
の
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

宮
城
県
大
会
に
お
い
て
は
、
将
来
的

に
県
１
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
、
と
い
う
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
１
Ｊ
Ａ
に

向
け
て
、
経
営
指
標
と
い
っ
た
数
値

的
な
目
標
や
相
続
相
談
の
強
化
、
職

員
の
資
格
取
得
率
向
上
な
ど
、
県
下

の
Ｊ
Ａ
が
統
一
し
て
取
り
組
む
べ
き

事
項
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
、
各
Ｊ

Ａ
の
単
年
度
計
画
や
中
期
経
営
計
画

に
反
映
し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
第
９
次
中
期
経
営
計
画

に
は
、
こ
の
県
下
統
一
の
事
項
も
組

み
入
れ
て
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
第
９
次
中
期
経
営
計
画

の
策
定
は
、
10
月
頃
よ
り
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。
組
合
員
組
織
等
の

代
表
者
等
が
委
員
と
な
る
中
期
経
営

計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
各
種
会
議
体
を
通
じ
て
ご
意

見
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
正
・
准
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
事
業
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
令
和
６
年
度
の
主
要
な
事
業
等
の

利
用
率
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
．
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
合
併
が
あ
っ
た
。

今
後
の
合
併
構
想
に
つ
い
て
わ
か
る

こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ａ
．
令
和
７
年
４
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
仙
台
、

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
、
Ｊ
Ａ
名
取
岩
沼
、

Ｊ
Ａ
岩
沼
市
が
合
併
し
、
新
た
な
Ｊ

Ａ
仙
台
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、

宮
城
県
内
の
Ｊ
Ａ
数
は
、
７
Ｊ
Ａ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
12
月
に

開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
で
は
、

将
来
的
に
県
１
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点

に
お
い
て
は
、
将
来
的
に
県
１
Ｊ
Ａ

を
目
指
す
と
い
う
方
針
の
段
階
で
あ

り
、
県
１
Ｊ
Ａ
と
な
る
具
体
的
な
時

期
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
３
年
後
の

Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
に
て
示
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
３
年
後
の
Ｊ
Ａ

宮
城
県
大
会
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
間
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
自
己
資
本
比

率
12
％
以
上
、
事
業
管
理
費
は
事
業

総
利
益
の
90
％
と
い
っ
た
経
営
指
標

に
関
す
る
数
値
的
な
目
標
や
内
部
監

査
の
Ｊ
Ａ
間
相
互
連
携
、
相
続
相
談

の
強
化
、
職
員
の
資
格
取
得
率
向
上

な
ど
、
県
下
Ｊ
Ａ
が
統
一
し
て
取
り

組
む
目
標
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。
各
Ｊ
Ａ
が
単
年
度
計
画
や
中
期

経
営
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
当
組
合
に
お
い
て
も
今
後

策
定
す
る
第
９
次
中
期
経
営
計
画
に

反
映
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
、
広
く
地
域
住
民
を
含
め
情
報
を

お
届
け
す
る
新
聞
折
り
込
み
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
紙
「
れ
い
ん
ぼ
ー
」
を
年

２
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
生
産
組
織
等
の
会
議
体
等
で
の
情

報
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
情

報
の
発
信
に
つ
い
て
、
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、
出
資
金

総
額
が
５
，６
０
０
万
円
ほ
ど
減
に

な
っ
て
い
る
が
、
自
己
資
本
比
率
に

つ
い
て
は
、
１
２・
３
９
％
と
０・
５

７
％
改
善
し
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た

状
況
な
の
か
。

Ａ
．
組
合
員
の
脱
退
理
由
は
、
死
亡
脱

退
が
54
％
、
告
知
に
よ
る
任
意
脱
退

が
46
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
組
合

員
等
の
相
続
等
の
際
に
お
い
て
は
、

事
業
利
用
の
観
点
か
ら
准
組
合
員
に

資
格
を
変
更
し
て
出
資
金
を
相
続
、

継
続
い
た
だ
け
な
い
か
、
呼
び
か
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
自
己
資
本
比
率
上
昇
の
主
な
要

因
は
、
１
つ
は
脱
退
に
よ
る
出
資
金

の
減
少
よ
り
も
多
く
の
内
部
留
保
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
も

う
１
点
は
、
自
己
資
本
を
算
出
す
る

う
え
で
、
リ
ス
ク
資
産
の
計
算
に
用

い
る
基
準
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
リ
ス
ク
資
産
が
減
少
し
た
こ

た
こ
と
か
ら
、
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
代
替
と
し
て
、
大
規
模

な
味
噌
加
工
は
で
き
な
い
も
の
の
、

本
店
の
調
理
室
に
新
た
な
ミ
ン
サ
ー

な
ど
の
機
械
を
設
置
し
、
女
性
部
の

皆
様
に
も
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

容
量
等
が
足
り
な
い
場
合
、
引
き
続

き
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
各
地
域
の
農
家
組
合
長
会
議
も
頻

度
が
少
な
く
な
り
、
情
報
を
得
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
総
代
説

明
会
で
話
も
で
き
る
が
、
総
代
だ
け

が
わ
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
ど

う
な
の
か
と
思
う
。
納
豆
セ
ン
タ
ー

の
事
業
停
止
や
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
運
営
主
体
の
変
更
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
末
端
ま
で
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
各
種
会
議
体
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
集
ま
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

も
集
ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
し
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

農
家
組
合
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て

配
布
し
て
い
る
月
次
発
行
の
広
報
誌

「
れ
い
ん
ぼ
ー
」
の
ほ
か
、
各
地
区
独

自
の
情
報
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
お
知

ら
せ
す
る
「
地
区
だ
よ
り
」
を
発
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

正組合員 准組合員 その他

貯　金 66.08% 14.41% 19.51%

貸出金 29.60% 57.09% 13.31%

共　済 75.28% 11.22% 13.50%

購　買 80.39% 5.00% 14.61%

販　売 93.50% 5.12% 1.38%

【全体運】�人との触れ合いが心に大きな奇跡をもたらします。けんかは着地点を考えて冷静
に対応を。バランスを大切に

【健康運】熱中症や急な発熱に気を付けて。外出には帽子を【幸運の食べ物】キュウリ
天秤座

［9.23〜10.23］

【全体運】�気になることが多そうですが力になってくれる人がいます。1人で考え過ぎないように。
情報は出どころを確認して

【健康運】水分の取り過ぎに注意。睡眠はたっぷり取って【幸運の食べ物】トマト
蠍　座

［10.24〜11.22］
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地域の情報お届けします地域の情報お届けします

サツマイモを定植する参加者生育状況を確認する生産者ら

そら豆を収穫する児童ら講習を受ける参加者ら

生き物調査に参加した親子ら

タマネギを選別する職員

６
月
７
日
、
柴
田
町
槻
木
の
阿
武
隈
川
河
川
敷
の
圃

場
で
、「
親
子
農
業
体
験
」
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
親
子
40
名
が
参
加
し
、
紅
あ
ず
ま
と
紅
は
る

か
の
二
種
類
６
０
０
本
を
定
植
し
ま
し
た
。

こ
の
農
業
体
験
は
畝
立
て
や
マ
ル
チ
張
り
な
ど
本
格

的
な
作
業
を
通
し
て
、
親
子
で
農
業
を
学
ぶ
場
を
提
供

し
地
域
農
業
に
対
す
る
理
解
醸
成
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
年
目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
い
っ
ぱ
い
大
き
な
さ
つ

ま
い
も
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま

し
た
。

参
加
者
は
次
回
は
10
月
に
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
つ
る
む
ら
さ
き
部
会

は
、
蔵
王
町
の
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
で
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

生
産
者
と
関
係
者
合
わ
せ
て
約
30
名
が
参
加
し
、
生

育
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
検
討
会
に

先
立
ち
蔵
王
地
区
事
業
本
部
で
同
部
会
通
常
総
会
及
び

目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
参
加
し
た
仙
台
あ

お
ば
青
果
㈱
の
担
当
者
は
「
今
年
の
つ
る
む
ら
さ
き
は
、

文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
ほ
ど
大
変
品
質
が
良
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

大
河
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
施
肥
管
理

や
病
害
防
除
な
ど
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
生
産
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

６
月
10
日
、
み
や
ぎ
仙
南
農
協
村
田
地
区
青
年
部
は

食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
村
田
町
立
村
田
第
二
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
村
田
町
の
特
産
作
物
の
そ
ら
豆
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
10
月
の
播
種
か
ら
翌

年
の
６
月
の
収
穫
ま
で
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
４
年
生
児
童
19
名
と
青

年
部
員
３
名
と
で
コ
ン
テ
ナ
11
ケ
ー
ス
、
約
２
０
０
ｋｇ

の
そ
ら
豆
を
収
穫
し
ま
し
た
。　
　

児
童
は
「
植
え
た
時
は
あ
ん
な
に
小
さ
い
種
だ
っ
た

の
に
、
こ
ん
な
に
大
き
い
そ
ら
豆
を
た
く
さ
ん
収
穫
で

き
て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

６
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
Ｔ
Ａ
Ｃ
課
は
角
田
市

の
営
農
情
報
セ
ン
タ
ー
で
水
稲
除
草
剤
を
テ
ー
マ
に
農

業
資
材
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
同
課
が
定
期
訪
問
し
て
い
る
管
内
担
い

手
農
家
・
農
業
法
人
を
中
心
に
農
薬
メ
ー
カ
ー
担
当
者

ら
44
名
が
参
加
。
農
薬
メ
ー
カ
ー
が
水
稲
除
草
剤
を
紹

介
し
、
水
稲
中
・
後
期
剤
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。
近
年
気
温
が
高
く
雑
草
の
生
育
も
早
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
草
種
・
散
布
時
期
・
散
布
方
法
に
適
し
た

剤
を
選
び
、
対
象
雑
草
の
限
界
葉
齢
を
超
え
る
前
に
必

ず
散
布
す
る
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

同
課
の
石
川
豊
課
長
は
「
訪
問
活
動
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
担
い
手
農
家
が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
発
信
の

場
を
継
続
し
て
設
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

６
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
角
田
市
ふ
る
さ
と
安

心
米
生
産
組
合
協
議
会
は
、
角
田
市
の
水
田
で
「
め
ぐ

み
野
米
田
ん
ぼ
の
学
校	

生
き
物
調
査
in
角
田
」
と
題
し
、

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
一
般
参
加
者
の
親
子
30
名
と
生
産
者
な
ど
54

名
が
参
加
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
生
き
物
調
査

の
日
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
網
を
使
い
夢
中
に

な
っ
て
生
き
物
を
捕
ま
え
、
ト
ン
ボ
の
幼
虫
の
ヤ
ゴ
や

ザ
リ
ガ
ニ
、
タ
ニ
シ
な
ど
を
見
つ
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

６
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
村
田
選
果
場
で
仙
南

産
タ
マ
ネ
ギ
の
選
果
が
始
ま
り
ま
し
た
。

選
別
ラ
イ
ン
で
は
変
形
や
傷
み
の
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
が

取
り
除
か
れ
、
Ｓ
Ｓ
～
３
Ｌ
サ
イ
ズ
に
分
け
ら
れ
ま
し

た
。
仙
南
産
タ
マ
ネ
ギ
は
作
業
の
機
械
化
一
貫
体
系
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
産
タ
マ
ネ
ギ
は
加
工
用
・

生
食
用
合
わ
せ
て
１
０
０
㌧
が
出
荷
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。担

当
者
は
「
令
和
６
年
産
タ
マ
ネ
ギ
は
Ｓ
～
Ｍ
サ
イ

ズ
が
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
令
和
７
年
産
は
、

玉
張
り
が
良
い
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
の
タ
マ
ネ
ギ
が
多
く
、

出
荷
は
順
調
」
と
話
し
ま
し
た
。

仙
南
産
タ
マ
ネ
ギ
の
出
荷
は
７
月
上
旬
頃
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
７
月
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

今
年
は
２
種
類
定
植

親
子
農
業
体
験

蔵
王
つ
る
む
ら
さ
き

現
地
検
討
会
開
催

お
お
き
く
な
っ
た
ね

村
田
町
で
そ
ら
豆
収
穫

除
草
剤
適
期
散
布
を

担
い
手
に
資
材
講
習
会
開
催

総
勢
54
人
が
参
加

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
！

出
荷
１
０
０
㌧
を
計
画

仙
南
産
タ
マ
ネ
ギ
選
果
始
ま
る

【全体運】好調運。問題は解決に向かいます。深追いはせずその場の流れを重視して動きましょう。
先人の知恵に学んで
【健康運】肩や首のストレッチを念入りに。血行促進を【幸運の食べ物】葉ショウガ

射手座
［11.23〜12.21］

【全体運】�厳しい状況です。今すぐ結論を出すのは避けて反省点、改善点探しを。下旬には
状況が好転。探し物が見つかりそう

【健康運】関節痛や打ち身はしっかりケアを。車は安全運転で【幸運の食べ物】ズッキーニ
山羊座

［12.22〜1.19］
12虹色ほっとライン13 虹色ほっとライン



米穀［お問合せ先］米穀課（0224）63-3131

営 農 情 報米穀［お問合せ先］米穀課（0224）63-3131

営 農 情 報

米出荷用紙袋の年産訂正について（お知らせ）
出荷用紙袋の年産訂正を行いますので、６年産出荷用紙袋をお持ちの方は、下記期日・場所までご持参いただ

きますようお願い致します。

対象地区 持ち込み先 対象地区 持ち込み先 持ち込み期日

柴田地区 あぐりハウス柴田（56-5141） 白石地区 あぐりハウス白石（22-6510）

８月15日（金）
村田地区 あぐりハウス村田（83-2343） 白石地区

（七ヶ宿） 七ヶ宿支店（37-2101）

川崎地区 あぐりハウス川崎（84-2222） 角田地区 角田営農情報センター（63-3131）

蔵王地区 あぐりハウス蔵王（33-2117） 丸森地区 あぐりハウス丸森（72-3061）

　※ お持ち頂いた紙袋は一旦お預かりし、訂正後にご返却いたします。お手数をお掛け致しますが、紙袋の持ち
込みと訂正後のお引き取りについてご協力をお願い致します。

　※訂正できるものは【６年】と印字されている袋となります。
　※汚れがある等、訂正できない場合がありますので予めご了承ください。

令和8年産こだわり米・ふるさと安心米使用資材の変更について（お知らせ）

＜水　稲＞…カメムシ類の適期防除を実施しましょう！
●カメムシ類による斑点米被害は毎年のように発生しており、今年も多発が予想されます。
●対策：出穂10日前までに畦畔の草刈りを終わらせ、時期を逃さず薬剤防除を実施しましょう！ 

●薬剤防除

　〈慣行栽培（指定栽培米・一般米）〉
　防除薬剤………「キラップ」
　防除時期………「穂揃期」と「穂揃期の７～10日後」の２回防除が基本です。
　　※共同で地域内一斉に行うとさらに効果的です。
　　※粒剤は使用時期が早い（目安：出穂７日前～出穂期）ので注意しましょう。

〈こだわり米・ふるさと米〉
　防除薬剤………「キラップ」（粉剤DL・フロアブル・粒剤）のみ
　防除時期………〈粉剤DL・フロアブル〉穂揃期の５日後を目安に１回防除

【�穂いもち病の防除】〈慣行栽培（指定栽培米・一般米）〉
上位葉(止葉・次葉）に葉いもちが発生している圃場では、穂いもちへの伝染源となりますので、ブラシン粉

剤DL（３～４kg／10a）で防除しましょう。
【出穂期以降の水管理】

＜後期＞　様式A-2、様式A、様式D………８月15日まで提出

令和8年産米より、こだわり米・ふるさと安心米で使用する農薬が下記のとおり変更になりますので、
お間違いのないようご注文をお願い致します。

電気料・人件費等の上昇に伴い、令和７年９月１日より、米色彩選別機利用料金を下記のとおり改定いた
します。利用者の皆様にはご負担をお掛け致しますが、ご理解くださいますようお願い致します。

※柴田ライスセンターでの一貫作業料金は、税別250円に改定（※変更前150円）。

変更前

（箱処理剤）
ブイゲットパディート粒剤

変更前

区分 作業料金（税込）

出荷米 330	円/30㎏
保有米 550	円/30㎏

令和７年９月１日～
区分 作業料金（税込）

出荷米 550	円/30㎏
保有米 660	円/30㎏

令和８年産米～

（箱処理剤）
Dr.オリゼリディア箱粒剤

※前期の栽培履歴簿が未提出の方は速やかにご提出をお願い致します。

【様式A-2】・・・後期栽培履歴簿（こだわり米、ふるさと安心米、指定栽培米）

【様式A】　　・・・飼料用米、一般米、酒米、農薬・化学肥料不使用米栽培履歴簿

【様式D】　　・・・農産物栽培協定書（※様式Aに該当する方のみ提出）

令和７年産米栽培履歴簿の提出について

出穂期は水を切らさないよう浅水で管理し、登熟期は飽水管理（田面の足跡に水がなくなった時
に浅く入水し、水尻を閉め、足跡に水がなくなるまでそのまま放置し、その後入水を繰り返す水管理
方法）または間断かん水としましょう。今年も登熟期の高温が予想されますので、出穂後に高温（出
穂後20日間の平均気温が27℃以上、または平均最低気温が23℃以上）が続くことが予想される場合
は、白未熟粒による被害軽減のため、取水状況に応じた水管理（飽水管理、昼間深水・夜間落水、掛
け流しかんがい）をお願い致します。

米色彩選別機利用料金の改定について（お知らせ）

【全体運】�運勢は活気があります。ピンチだと思ったときがチャンスで良い方向転換が
できます。しっかり状況を見極めて

【健康運】体力アップの好機。スポーツも上達の予感【幸運の食べ物】レタス
水瓶座

［1.20〜2.18］

【全体運】�タイミングが合わず二度手間になることが。ただ遠回りは悪くありません。
普段の景色を別の方向から楽しんで

【健康運】お尻周りは温かく。新陳代謝を促進して【幸運の食べ物】インゲン
魚　座

［2.19〜3.20］
15 14営農情報営農情報



JAの通帳又はキャッシュカードをお持ちの方
※スマートフォンをお持ちでない方でも受講可能です。

©よりぞう

本店営業課 55-1586 槻木支店 56-1211 大河原支店 53-1560 村田支店 83-2221
川崎支店 84-2220 蔵王支店 33-2111 白石支店 25-1487 七ヶ宿支店 37-2101
角田支店 63-3140 丸森支店 72-1204

午前の部：10：00～12：00 午後の部：13：30～15：30

8月 1 9日 (火 ) 午前：角田支店 午後：丸森支店

8月 2 0日 (水 ) 午前：大河原支店 午後：白石支店

8月 2 1日 (木 ) 午前：槻木支店（ Aコープ槻木店 2階）

午 後 ： 村 田 支 店（ 村田地区事 業本部 ）

8月 2 2日 (金 ) 午前：川崎支店 午後：蔵王支店

※※定員になり次第申込を終了とさせて頂きます。

令和８年度採用職員を募集します
【大学・短大卒採用】
●募 集 職 種：総合職
●採 用 試 験：筆記試験、面接試験
●初　任　給：大学卒　月給　182,600円
 短大卒　月給　170,000円

　※賞与あり（年２回）、昇給あり（年１回）
●試 験 日 時：令和７年８月26日（火）
●応募締切日：令和７年８月15日（金）
　　　　　　　※履歴書等を提出いただきます

【高卒採用】
●募 集 職 種：事務総合職
●採 用 試 験：筆記試験、面接試験
●初　任　給： 月給　161,600円

※賞与あり（年２回）、昇給あり（年１回）
●試 験 日 時：令和７年９月24日（水）
●応募締切日：令和７年９月12日（金）
　　　　　　　※履歴書等を提出いただきます

詳しくは下記まで問合せください
　【問合せ先】
　　　　総務部　人事課
　　      ℡ 0224-55-1118

17 16お知らせ①お知らせ①



ふれあい  ひろば
F U R E A I H I R OBA

体を動かすためのヒント
手軽に体操

日本体育大学准教授●伊藤由美子

日本体操協会公認体操プログラム「The Taiso（ザ・タイソウ）」はコチラ

体操の音楽もダ
ウンロードでき
ますご活用くだ
さい

体操の音楽
20秒バージョン

〈号令あり〉
20秒バージョン

〈号令なし〉

　公益財団法人日本体操協会が考案した体操プログラム「The 
Taiso（ザ・タイソウ）」には、①ノーマルバージョン（２分
16秒） ②ショートバージョン（53秒） ③20秒バージョンが
あります。
　今回は、20秒バージョンに収録されている運動内容を一部
アレンジして、腰をねじる運動に置き換えてみました。いすに
座ったままの長時間の作業や同じ姿勢を維持する作業などでガ
チガチに固まった腰をほぐしませんか。イラストを参考にして
無理なく体を動かしてみましょう。
　体操は狙いに応じて運動を変化・発展させることができま
す。皆さん自身で体の状態に合わせたオリジナルの運動を考え
てみませんか？
　「The Taiso」の音楽がダウンロードできるようになりまし
た。ご視聴・ご活用ください。

レッツ、トライ！ 腕を振る＋腰をねじる運動
（1）いすに座って準備をします。

（2）両腕を前後に振ります。

（3）手をパーにして胸の前で構えます。

（4）腰をねじります。

（5） （3）の姿勢に戻ります。両腕を前後に振り、今度は反対
側に腰をねじりましょう。

発展編 ： 運動に慣れてきたら足踏みを加えてみましょう。

20秒で気分転換！ 腰をねじってみよう♪

日本体育大学 准教授　伊藤 由美子　
千葉県生まれ、農業を営む両親の元で育つ。
日本体育大学大学院 体育科学研究科 博士前期課程 体
育科学専攻健康科学・スポーツ医科学系修了。
専門領域は体操。

（公財）日本体操協会 Gymnastics for All委員会 委員長
国際体操連盟（FIG）Gymnastics for All委員会 委員

SMILE

（1） 同じ指同士をかぎのように曲げて組み、頭の後ろに持っていきます。右腕
に力を込めながら下げて左腕を引っ張り、呼吸に合わせて3回程度左側の
腕の裏や脇腹をよく伸ばします。

（2） 同じように、左腕に力を込めながら下げて右腕を引っ張り、右側の腕の裏
や脇腹をよく伸ばします。中指から小指まで同じように繰り返します。

●応用●●応用●

指の力を付けるとともに各指を通る血やエネルギーの道とされる経絡（け
いらく）を刺激し、体循環を良くする体操です。特に、首や肩に関係の深い
経絡・三焦経（さんしょうけい）が通る薬指同士、背中や腰に関係の深い経
絡・小腸経などが通る小指同士での体操がお勧めです。

かぎ指体操
（1） 人さし指同士をかぎのように曲げて指の

第1関節同士を組み、左右に6回程度引き
合います。指先にしっかり力を入れて、1
秒ごとにグッグッと引き合いましょう。

（2） 中指から小指まで順に、（1）と同様にし
て引き合います。

　　 初めは難しく感じるかもしれませんが無理
のない範囲で続けましょう。

（1） （2）

（1） （2）

①ナスはへたを取って、熱湯を入れた蒸し器で15分強火で蒸す。
②ニンニクはみじん切りにし、Aと混ぜる。
③粗熱を取った①を手で細く裂き、器に盛って②をかける。

〈下ごしらえ〉
イワシは手開きし、頭や内臓、骨、背びれなどを除きAを混ぜたものに15分漬ける。
サヤインゲンは筋を取って塩ゆでし、水を切ってから鍋に戻し、砂糖・塩各少々（分量外）
を加えて強火で汁気がなくなるまで煮て3cm長さに切る。
①たれを作る。みりんを煮切り、酒、砂糖、しょうゆを入れて少し煮詰めてみそを加え、
　とろみが付くまで弱火で煮て火から下ろす。
②イワシの水気を拭き、片栗粉をまぶして熱した油で揚げる。油が切れたら①のたれの中
　に漬ける。
③②を皿に盛り、サヤインゲンを添える。

お父さん◎照　太さん
お母さん◎奈津子さん

●ご両親から●
兄弟2人仲良く、好きなことをたくさんして 
元気に育ってほしいです！

なつき

チョコレートとやきとりが大
好き！

保育園ではマットで前回りが
出来るように頑張っているよ！

鬼ごっこやお兄ちゃんと仮面
ライダーごっこをして遊ぶこと
が大好きです！

おうちではご飯の後片付けの
お手伝いもしているよ！

大きくなったら警察官になり
たいです！

白石市郡山白石市郡山

川村　　川村　　新新
あらたあらた

くん（8歳）くん（8歳）　　夏夏
なつなつ

稀稀
きき

くん（5歳）くん（5歳）

お母さんが作るカレーライスと
肉じゃが、オムライスが大好きで
す！

2年生になって新しい友達もた
くさんできました！図工と体育
の授業が大好きで、特に体育は走
ることが得意です！今は水泳で平
泳ぎが出来るように頑張っていま
す！

大きくなったらお笑い芸人にな
りたいです！

あらた
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健康生活研究所所長
堤　喜久雄脳トレ

!

手足の体操
かぎ指体操で全身運動



サイトーサイトーさんさんのお金お金ののあるある言いたいあるある言いたい!!
JAバンク共済共済の知っトク情報知っトク情報!!JA共済

トラブル回避の基礎知識知って納得! 税金講座

齋藤　大誠さん齋藤　大誠さん
（金融部 金融課）（金融部 金融課）

JA 全中・JA まちづくり情報センター　顧問税理士●柴原　一

子育てにおいて、大学生の年代（19～22歳）は最も学費がかかる時期です。そのため、扶養控除の中
でも特定扶養控除として、他の扶養控除よりも控除額が高く設定されています（63万円）。しかし扶養控
除の適用要件である合計所得金額を１円でも上回ると、扶養控除は一切適用できなくなります。控除額が
63万円から０円になる崖のような落差を解消するため、新たに令和７年分所得税（住民税は令和８年度分）
から特定親族特別控除が創設されました。　基礎控除と給与所得控除の改正により、子の給与収入が123
万円までは親は扶養控除の適用を受けられます。さらに、子が19～22歳の場合には、特定親族特別控除
として給与収入123万円を超えても150万円までは特定扶養控除と同額の63万円の控除が受けられ、そ
の後、段階的に控除額が減っていく（61万～３万円）仕組みになっています。

特定親族特別控除の要件は次の通りです。①生計を一にしている ②その年12月31日において19～23
歳未満 ③専従者でない ④控除対象扶養親族に該当しない

注意すべき点は、特定親族特別控除の対象となる者=給与収入で123
万円を超えている者です。よって、扶養親族には該当せず、障害者控除
や住民税の非課税計算の人数にも反映されません。ひとり親控除も純損
失や雑損失の繰越控除がある場合などを除き、適用できません。

また、早生まれ（１月２日～４月１日生まれ）の大学１年生は12月
31日時点では18歳のため、特定扶養控除や特定親族特別控除は使えず、
一般の16歳以上の扶養控除38万円のみとなります。なお、法律上は誕
生日の前日に年を取るため、１月１日生まれの方は12月31日時点で19
歳という扱いになり、控除を受けることができます。

扶養控除と特定親族特別控除の創設

「デジタル終活」の必要性が高まっています。
【事例】夫が亡くなり携帯電話を解約したが、スマートフォン（以下、スマホ）のセキュリティーサービ
スのサブスク（サブスクリプションの略=定額制の継続サービス）の契約が残っていたことに気が付いた。
サービス提供会社に問い合わせると、「すぐに解約するにはID・パスワードが必要だ」と言われた。ID・
パスワードは夫本人が管理していたので分からない。どうすれば良いか。

【解説】スマホの普及に伴い、インターネット上で契約を結ぶ機会が増えています。ネット上の契約や資
産は、現代ならではの「デジタル遺品」として、遺族にとって深刻な問題になることがあります。

ネット上で結んだ契約は安全性を担保するため、登録時に設定したID・パスワードを契約者本人が厳重
に管理することを求められ、家族であっても安易に共有できなくなっています。契約者が突然亡くなるな
どした場合には、そもそもどのような契約を結んでいたのか把握すること自体が困難な場合が多く、契約
が特定できたとしても、ID・パスワードが分からないと、解約などの手続きが容易にできず、本人の死亡
や遺族であることを証明する書類などを提示する必要があったり、契約先によっては連絡が取りづらかっ
たりして、サブスクが解約できない状態が続く場合があります。

トラブルを避けるためには、万が一のときにスマホのロックが解除でき
るようにしておくこと、契約ごとにID・パスワードを整理して家族と共有
しておくこと、AppleやGoogleなどが提供する故人のアカウントにアクセ
スできる人を設定するサービスを利用することなど、具体的な対策をして
おくことが大事です。

スマホの中の見えない契約で残された家族が困らないよう、「デジタル終
活」を自身の問題として考え、エンディングノートの作成を今から始めて
おきましょう。

国民生活センター相談情報部●岡島睦美

今から考えておきたい「デジタル終活」

「車両超過修理費用保障特約」では、車両保障を超過する修理費
用に対して、50万円を限度に、共済金をお支払いします。

【例えば】他の車と衝突、車両保障が30万円、修理費が50万円にな
った場合。

車両保障のみの場合お支払い出来る金額は30万円になり、残り
の20万円は自己負担になってしまいます。

しかし、「車両超過修理費用保障特約」を付加した場合、超過分の
20万円を保障する事が出来ます（相手方に過失がないケースです）。

万が一の事故に備えて、車両保障を手厚くするのはいかがでしょ
うか。自動車共済の保障の見直しをご検討の方は、お近くの支店窓
口または担当のライフアドバイザーへお気軽にお問い合わせくだ
さい。

お車の修理費用が車両保障の保障額以上になった経験はございませんか？
投資信託での投資は短期ではなく、できるだけ長期が望ましいとよ

くいわれますが、それには主に2つの理由があります。一つ目は、1年
あたりの費用負担を下げられることです。投資信託には申込手数料等
の費用がかかりますが、１回だけ支払う費用は、保有期間が長くなれ
ばなるほど1年あたりの負担率が下がります。二つ目は、収益が安定す
ることです。長期投資すると、短期投資に比べ価格のブレ幅が小さく
なり安定的な収益を期待できます。

当JAでも、様々な投資信託を取り扱っておりますので、ご興味があ
る方は担当者または、各支店までお問合せください。

長期投資のメリットとは！？

鈴木　亜莉沙さん鈴木　亜莉沙さん
（槻木支店　共済課）（槻木支店　共済課）
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おたよりおたより
交流交流
ひろばひろば

広報誌６月号で皆様からいた
だきましたお便りを抜粋して
ご紹介させていただきます。

皆様からお寄せいただきました身近
な話題や風景写真、イラストなどを
ご紹介していきますので、たくさん
のご応募をお待ちしております。
尚、ご応募いただいた写真はお返
しできませんのでご了承ください。

投稿募集投稿募集

出題●ニコリ
クロスワードパズル

①ミーンミン、シャワシャワ、カナ
カナカナ……

②物事にかかわりを持つこと
③代金は今度まとめて払うね
④西田佐知子のヒット曲、『コー
ヒー・――』

⑥さだまさしの名曲『――流し』で
歌われているのは、長崎県などで
するお盆の行事

⑧スイカにかける人もいます
⑩２分の１がハーフなら４分の１は
⑫チョウが吸うもの
⑭台木にくっつけたり挟んだりし
て育てます

⑯もう一杯、お――!
⑱鼻の長い動物

A B C D E二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

①国際博覧会（万博）には――各国
が出展します

③朝顔に――とられてもらひ水
（千代女）
⑤官の対義語
⑥合格を目指して受けることも
⑦二十四節気のひとつ。令和７年は
８月23日です

⑨悪夢を食べるといわれる想像上
の動物

⑪旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
⑬人が並んで作るもの
⑮コイン――に荷物を入れた
⑰紙幣のすかしは――防止策のひ
とつです

⑲魚などの内臓のこと
⑳あぶく。ソーダ水からたくさん出
ます

㉑半透明でプルプルした洋菓子

タテのカギ ヨコのカギ 

パズルを解いて、さあ応募！
抽選で10名様にJAオリジナルエコバックをプレゼント！

数量限定のオリジナル
エコバックだよ！

〈応募総数48通〉〈応募総数48通〉
６月号の答え６月号の答え「ウメシュ」「ウメシュ」

応募方法応募締切

８月末日まで（当日消印有効） 左記のように官製はがきに必
要事項を明記の上、ご応募く
ださい。
ご応募に際して取得した個人
情報は、当選者の発表・賞品
発送のみ使用させていただき
ます。
※当選者については、商品の
発送をもって発表にかえさせ
ていただきます。

85 1. クイズの答え

2. 郵便番号、住所、
 氏名、年齢、
 電話番号

3. 広報誌やJAへの
 ご意見・ご感想、
 身近な話題などを
 ご記入下さい。

「スカイアンブレラ」（丸森町 須郷さん）
「しばた紫陽花まつり」に彩りを添え
るスカイアンブレラ。テラスの床に
映った傘の影が面白かったので撮影
してみました。

阿部さん

○編家庭菜園という毎日の楽しみが出来て
良かったですね！私も今年から家庭菜園デ
ビューしたのでハマる気持ちがわかりま
す！私も品目を増やし挑戦したいです！

大槻さん

○編体調はいかがでしょうか。調子が優れ
ないときこそクイズの出番！クイズで頭
を体操しつつ、体調が安定してくる時を待
ちましょう！(`･ω･´)b毎月の挑戦お待ち
しております！

柏さん

○編ホームセンターなどで備蓄米を見かけ
るようになりましたが、今のところ米の値
段は大きく変わらず…。生産者・消費者
共に良いと思える価格や状況になってく
れればと祈るばかりです。

加藤さん

○編近年夏は35℃前後の日も多く、以前に
比べ日差しの強さも強く痛く感じるほどで
すね(・・;)特に外に出る際は熱中症対策を
怠らないようにしてくださいね！

千葉さん

○編若い世代、後継者不足が深刻な問題となって
いる中でも農業で頑張っている若い方々はたく
さんいらっしゃいます！仙南の農業がますます
発展していくよう我々も応援していますので、
頑張ってください！

鈴木さん

○編不審な電話やメールを受け取ったことがある
方は少なくないように思います。内容も色々だ
と思いますが、そもそもどこからどのように個
人情報が漏洩しているのかと思うのは私だけで
しょうか。皆様、くれぐれもご注意を！

丹野さん

○編近頃花がある生活が良いものだと感じるよう
になった私 特に黄色い花やキンモクセイの香
りが好きですが、一輪咲いている花が何の花な
のか気になります(^^♪

柴崎さん

○編お金に係わる犯罪は年々巧妙化し増加
しているように思います。「トラブル回避
の基礎知識」などの情報を活用しつつ、
不審に感じることがあれば家族や周りの
人に相談することも必要ですよね！
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全農東北エネルギー株式会社
ＪＡクミアイプロパン　仙南販売所
〒989-1214　柴田郡大河原町字甲子町２－４
ＴＥＬ　０２２４－５２－７３０１

お安く給油できます！お安く給油できます！

給油の際にこのバーコードを給油の際にこのバーコードを
ご利用いただくと、なんと！ご利用いただくと、なんと！

使用期間：令和７年８月１日～令和７年８月31日まで

「組合員限定値引券」「組合員限定値引券」

【詳しくはJASSーPORT店頭にて【詳しくはJASSーPORT店頭にて
 お問い合わせくださいますようお願いいたします。】 お問い合わせくださいますようお願いいたします。】

※※ガソリン・軽油のみ対象です。（配達にはご利用できません）ガソリン・軽油のみ対象です。（配達にはご利用できません）
※現金・クレジット・QRコード決済の方が対象です。※現金・クレジット・QRコード決済の方が対象です。
※JASSーPORT仙南管内全店舗でご利用できます。※JASSーPORT仙南管内全店舗でご利用できます。
※期間中何度でもご利用できます。※期間中何度でもご利用できます。

ＪＡみやぎ仙南のＳＮＳ ぜひご利用下さい♪

JAみやぎ仙南の活動・イベントの様子をアップしています！
フォロー＆いいね！お待ちしております♪イベント情報も

盛りだくさんだよ！

Instagram

みやぎ仙南農業協同組合 　jamiyagisennan

ホームページ

各あぐりハウス及びグリーンセンター各あぐりハウス及びグリーンセンター／／仙南流通センター仙南流通センター
８月の休業日・営業時間のお知らせ８月の休業日・営業時間のお知らせ

あぐり柴田・村田・川崎・蔵王・白石・丸森
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

グリーンセンター
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

仙南流通センター
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

休業日

◎生産資材課からのお知らせ◎
●購買店舗（あぐりハウス・グリーンセンター）の営業時間の変更について
　JAみやぎ仙南では生産購買の出向く体制の構築に向けまして、各購買店舗の営業時間を
短縮をさせていただきます。
　ご承知おきくださいますよう宜しくお願い申し上げます。
　◇あぐりハウス（８月、11月～３月）：午前８時30分～12時まで　●午後から休業となります
　　＊あぐりハウスの９月、10月は午前８時30分～午後５時までの通常営業になります。

　◇グリーンセンター（８月～10月）：午前８：45～午後５：00まで（無休）
　　　　〃　　　　　（11月～３月）：午前８：45～午後４：30まで（日曜、祝日、年末年始休業）
●春資材予約申込書の取り纏めについて
〇８月１日より、令和８年産春資材予約申込書の取り纏めをさせていただきます。
　ご注文につきましては、８月29日（金）までご注文を承ります。
　※Ｅ－ＳＨＯＰは９月30日まで承ります。
　Ｅ－ＳＨＯＰ（インターネット購買店舗）では予約キャンペーンを実施中です。
　詳しくは春資材予約申込書と同封のキャンペーンチラシをご覧ください。

●令和８年産こだわり米・ふるさと安心米使用農薬の変更に伴う返品対応について
令和８年産米より「こだわり米」および「ふるさと安心米」で使用する農薬（箱処理剤）が

「Dr.オリゼリディア箱粒剤」へ変更になりますので、お手持ちの「ブイゲットパディート」
の返品を10月31日まで承ります。お手数をお掛けいたしますが、最寄りの購買店舗

（あぐりハウス・グリーンセンター）へお持ち込みいただきますようお願い申し上げます。

■ＪＡみやぎ仙南 E-SHOP
　https://miyagisennan-shizai.nd-agri.jp/

URL・QRコードから
かんたんアクセス！

ＪＡみやぎ仙南
Ｅ－ＳＨＯＰ

LINEアカウントでも
登録できます

パソコンやスマートフォンから資材注文ができます

８月　営業時間

あぐりハウス ８：30～12：00

仙南流通センター ８：30～17：00

グリーンセンター ８：45～17：00

農機センターからのお知らせ
・ 夏季休業のため、各農機センターは下記の期間休業とな

ります。
　　夏季休業期間　令和７年８月９日（土）～17日（日）迄
・ また、８月29日（金）は棚卸のため休業とさせていただ

きます。
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